
Title 近世資本主義起源考続論（五、完）
Sub Title
Author 阿部, 秀助

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1922

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.16, No.12 (1922. 12) ,p.1660(26)- 1665(31) 
JaLC DOI 10.14991/001.19221201-0026
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19221201-

0026

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


r

i

v

 
-

近

世

資

本

主

義

起

，源

考

績

論

§

兀)

第十二挑

阿

部

秀

助

五

k

l

本

主

S

M

組

織

の

成

？

.
Mす

る

問

題

は

!

面
、資

本

其

者

を

敵

？

る

ぶ
 

l
i

t

 

，め
■

 

H

ゆ

に

れ

"

資

本

が

構

成

せ

ら

れ

し

ゃ

S

 

S

す

L

 

i

 レ
ン

；
：

：

題
て
ぶ
る
今

#

者
に
駒
す
る

一

要
素
ご
し
て
吾
人
は
技
に
獨
逸
の
成
物

X

I

こ
成
き

r
 

,
.
’ 

察
し
て
見
た
い
ご
瓜
ふ

V

ン
- 

巡
r

牧
エ
業
に
就
き
て
考

.

l

o

^

n

M

:

H
§

p

!

も 

i

 ェ

W

織

物

業

こ

匕

ノ

,
t

ぜ

f 

i

意
力
他
の
織
物

I

银
で
め
る
親
織
物
業
及 

i 

一
 

/

シ
カ
は

能

鐵

物

か

其

生

産

上

に

於

て

軟

洲

の

®

部
及

南

部
地
方

R

限
足
せ

.

ら
れ

‘毛
織
物
業
が
主
と
し

.て
都
市

1
:
^

の
者
/
以
外
は
蒋
在
せ
ざ
レ
し
に
動
し

V

麻
布 

の
數
，造

.業

は

都

：市

と

地

方

V
J

を
不
問
、均
ん
ど
何
等
の
制
限
を
受
け
な
，か
ク
た
點
で
あ
る
、殊
に 

十
I

紀

0

中
|

來
|

交
織
物
：
I

るに至りた

i

と

ほ
f

 

f

し

て

後

逢

：せ

し

む

る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
、而
し
て
獨
逸
の
輸
出
向
麻
布
の
最
も
古
き
生
産
地
は
、
ポ

I

デ
ン
湖
畔 

の，地
方
セ
あ
る
、旣
に
：レ
：ッ
ク
ス
、サ
タ
力
の
時
代
に
於
て
此
の
湖
畔
に
は
亜
麻
及
大
麻
の
産
出 

を

：鬼

し

結

果

、之

を

原

料

と

：せ
，

^

^

^
 

よ
-C

S

十

五

.世

紀
 

.

の
中
期
，じ
至
る
迄
、

&

:

布
生

®

及
収
引
の
中
心
離
は

n

ン
ス
ク
ン
ツ
市
で
あ
ウ
た
の
で
あ
る
、確
 

か
に

-

當

時

：
の

國

際

购

取
：：

引

\

に
於
七
ボ
ン
湖
畔
は
極
め
て
好
地
位
を
占
め
た
も
の
で
、
各地
 

方

i4

谢
す
る
：
商
業
上
の
最
も
植
耍
な
衝
路
に
あ
た
ウ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、即
ち
レ
ヴ
ン
ト
方
面 

の
-貨
物
は
ゲ
ン
エ

.

f

ス
"ラ
レ
ダ
ッ
ク
よ
ら

V

I

デ
ン
湖

W

を
®

て
ラ
，ィ
シ
方
面
に
、次
ぎ
に

 

>

 

ィ
ラ 

ン
ト
及
、
ゼ
ノ
ア
方
面
よ
り
獨
逸
に
齋
ら
さ
れ
し
も
の
も
此
地
方
を
通
過
し
力
の
で
あ
る
、更に 

商
部
方
面
に
對
す
る
も
の

•

で
最
も
収
引
の
盛
ん
で
あ
ウ
た
の
は

％

 

I

デ
ン
湖
畔
か
ら
シ
ャ

\ 

ク
せ
ン
及

 

>

 

1
/ゼ
 

>

 

を
輕

V

 

0

0

0

ム
面
に
働
す
る
も
の
で
あ
づ
た
の
で
あ
る
、

§

し
て
十
五 

世
紀
の
巾
彻
以
後
に
あ
づ
て
は

n

ン
ス
ク
ン
ツ
の
麻
布
製
造
及
取
引
上
に
於
け
る
地
位
は

1 

盤十六盤

.

‘〈

一;

1ハ，
2

)

：餘：：

.

飘

；返训資

 

猪十二就

 

ニ
ぷ
、

I

I



二八：
ベ
ン
地

-
資十

S
 

(

，一六六ニ

)

，

論

説

近

i

資ポ主義起源考續論

 

v

:

*

:

s
 

じ
面
サ
ン
、ガ
レ
ン
：の
方
面

R
.
私
る
ご
共
に
更
に
他
の

"
E

に
於
て
は
，オ

I

バ

I
、シ
ユ

T r
ち
ラ

/
ン
ス
フ
ク

J

ミ
ン
グ
ン
、力

I
ス
ボ
レ
ン
、フ
：
ン
：グ
ン
、ィ
ス

T

等
に

g

 

:!タ 

r ラ
ツ
ン
ス
プ
ル
グ 
0 

 ̂

 ̂ ̂

.
T 

S 

B 

J 

J 

M 

i, 

ff 

.
: 

: 

. 

J

一、
 

.

-

ま
‘
 

t

,

糸
.
の

®

以

來

西

班

牙

の

市
'

 

場
を
，獲

得

す

る
，
，

まC
V

々
の
で
あ
る

。

！
/

/
 

. 

I

t
ほ

及

r
ク
グ
ー
ス
ご
^

’、：

グ一
n

力
‘最
も
，®
大
を
極
め
た

.時
，勘

は

綿

.麻
交

織

物

，の
産
出
を
，見

る
に
至
ウ
セ
ホ
で

. 

兩
ホ
は

I

I

於
け
る
綿
織
，I

業

の

中

心

^
^
^
^
^ ̂

I
界

的

S

I

r
賽

: 

鼓

的

I

上
：|

常

な

I

響
を

.及
ぱ

^
 ̂

ッ
f

の

H

;

3 

•え
f
tを
ザV

し
力
を
め
し
む
る
も
の

'
-で
；あ
る
。

M 

 ̂

,<
 

.

.

:

.

.

.-,: 

'

:
.

近

世

資

本

主

翁

め

：

典

型

‘
-

で

あ

，

る

ク

プ

レ

I

参ぅレ/

ご

デ

り

落

の

な

：

义

衣

に

見

：

へ

た

の

は

ク

グ

ス

ズ

.

ル

 

ク

：

の
：？̂

:

教
K

の
‘千

三

f.

日

六

，

ナ

七

年

の

知

こノ
ッ

，

，

/

:

.
づ

V
, 

V
.

ノ
て
ク

チ

レ

.

::

ゴ
.

r

{
 

*

ノ
シ
！
 (Fucker)
ぐ

ゐ

る

R
始
ま
る
の
で
あ

.る
、而 

:

.

ノ
、

. 
V
. ノ 

V
ル
：ト
ラ
：ン
グ
シ
マ
シ
テ
グ
の
如
き
土

：
..
養

0
/富
豪
：に

あ

ら

ざ
る

.ク

CV.

ガ
I

が
.果
し
て
何
れ
の
地
方
よ
ら

.

ア
ク
グ
ス
プ

\

グ
じ
移
住
し
來
ク
れ
か
就
き
て
は
何
等 

碑
鼠
な
る
'
®
左
な
さ
も
、同
，家
に
，傅
ふ
る
家

i
i

に
よ
れ
ぱ
、略
ぱ
其
由
；來

.
を
.
知
る
を
得

’

る
の
ヤ
あ 

る、卯
ち
ア
ク
ダ
ス

-

ズ

V

ダ
：の
近
郊

レ
.
"

フ
ユ
ル
ト
を
去
る
北
西
ニ
軒
の
グ
ラ
ベ
ン
村
に
ぐ
ン 

ス
、ス
ジ
ガ
ー
な
る
も
，の
が
農
業
を
營
む
檢
、機
業
及
染
物
業
に
從
事
，せ
じ
が
、其
一
子
で
父

- 

名
，の
、ノ
ン
メ
、フッ、ガ

I

は
千
三
哲
六
十

.
七
年
を

' 

以
て
草
深
き

r

o

舍
を
出
で
，、
ア
ク
グ
ス
グ
ル
ク 

4̂
:

料
て
は
己
の
活
：動
の
新
舞
臺
、新
鄉
，土
と
な
し
、

S

に
同
市
に
於
け
る
フ

f 

/

I

家
な
る
も
の 

>

某
.
礎
を
築
く
に
至
つ
た
の
で
あ

’
る、然
し

.
彼
れ
が
：地
方
か
ら

K

ク
グ
ス
プ
ダ
グ
に

轉
$
>

し
動 

機
は
勿
；

5
1、

明
お
で
は
：な
，い
が
彼
れ
が
其
家
業

の
；；

當
時
に
あ
り
て
有
望
な
る

乙

,
t
を
認
識
せ
し 

軸
に
あ
る

V
J

思
ふ
，常
時
の
：ア
ク
グ
ス
ズ

.
グ
ダ
は
さ
な
が
ら

J

稀
の
革
命
的
、階
流
に
盤
は
れ
し 

も

の

で
市
民
對
手
，

H

業
夢
の
間
に
於
け
る
肌
蝶
は
日
を
逐
ふ
て

®
し
：ぐ
、而
し
て
之
れ
が
虫
な
，
 

る

源
因
は
課
枕
問
題
で
、即
ち
同
市
に
於

V

勢
力
を
有
せ
し
市
民
は
市
其
者
の

必
要
と
す
る
数 

用

を

主
ヒ
し
す
間
接
桃
に
よ
つ
て
.支
辨
せ
ん
ど
せ
し
に

對

し

て
、手H

業
者
は

之

を

接
的

S

 

廣
桃
又
は
所
得
税

i
i

求
，めん

，
C
 V

J

を
要
求
し
た
の
；であ
る
、殊
に
後
者
の
中
で
最
も
甚
し
き
反 

對
者
は
機

屋
、\ 

:

ン
尋
靴

i

、
® 

H

等
で
あ
を

M斯
く

の

如
く

都

市

其
者
の

動

搖

ほ
フ
リ
カ

I

の
タ 

I

s

 

(

 

H

ハ2
1)

：論，

明世
資本

I

f

考
i

 

-

: 

.

第
卞

】

锁ニ九

I



c 

s

/四)

^
 

i
 

,

.

|
菜

|

|

考
|

:

;

:
 

"

 

: 

. 

h

:

き
外
來
者
が
勢
力
を
扶
殖
す
る
こ

？.：.，

i
 

V

、
b
 

'
: 

ぎ

H

o
 

V

 i

 

ノ〜
 

す

る

メ

女
®

の

機

會

で

、此

機

會
R

鍋
じ
て

,
n
i

己の地位を占め 

乂
ご
を
カ
ン

(

フ
'

T

は

先

づ

一

個

の
.
外
来
者
し
て

7

;

レ
.
：
：

-

家
し
と

e

が
农

t
ふ

ら

/
髮

g 

• 

r 

ブ
イ
、.，

ヒ
ク
ロ
イ
ツ
街
に
借 

ぶ

：
，

-乂

ネ

力

し

機

業

以

外

'

絲
顏
其
の

.=̂
1

ま
勿
り
マ

、
+ 

,
 

5
 

ノ 
C 

r

 

，くし

 

ギ

1

軸
物
の
だ
料
を
商
ふ
こ
と
約

I 

r 
ニ
歲
こ

-

"
く
も

f

め
機
徽
な
る
商
才
は
市
民
の
認
む
ッ
。處
ご
ぶ
ら

i 

ニ

1
1 

t 

ラ
ラ
，ク
，
ド
レ

,

と
哮
ほ
レ

1

£

,

ゴ
;

I

む

/ 

f

 
t

遂
に
间
市
の

I

の
娘
ク 

ィス

‘；

が
レ
！

r
l

l
i

七
十
年
を
以
て
め
外
來
よ
ん
り

£ 
く}

イ
デ
3 

r 

r
f
? 

.

i 
- 

夕

遂

よ

-
の̂

移

住

者

は

r
ク
グ
ス
プ 

ノ
ク

f

-
民
權
，を

獲

得

ず

る

に

至

ジ

タ

，の
ら
も
レ
、

を
だ
む

.

：
‘ 

:

.
 

I

 !
q

百

ヒ

ト

审

ぱ

a
こ

.
^

プ

の

て

"
る̂

タ

後

彼

れ

の

廣

業

が

S

大

ご

な

.

.
し
結 

タ

1

L 

fよ
寸X

；

年
银
力
に

V
H己
の

.；占
を

溝

、

，2
 

◊ 

eフ

.

.
,
V
、
、
J 

. 

r 

- 

結

果

ま

にf
.

三

I
I九
：

u

 

t 

J、
 

，
、
 

.

. 

メ

ヵ

ゼ

I

之
れ
か
狭
職
を
感
悠
し

卿
す
る
に
至
，

a

ぬ
の
：で
：あ
る
、叫

し

て

皮

V

り
i

务

% 

/ィ
れ
の
業
称
力
蘇
&
大
ご
な
る

 

>ト0

、
て
皮

，

0

 

>

も，亦
た
當
時
ア
ク
グ
ス
プ

-
グ
こ

t

サ
ろ
，反

.

、

バ

i
l
つ
れ
て
彼
：れ
自
力

& 

こるレ

 

：.

i
力
せ
る

.
&
ぁ
有
力
な
る
機
業
姐
合
の
代
表
者

,

a

し
て
す
义 

に

t

し
！
^
に

|

繁
榮

|

地
を
造
る

S

ウ
た
の
で

？

^̂
^̂

腐
ポ

t

キ

>

:

v

s

産

I

せ
し

，；
.̂ 

1

,
/
,
^

る
-

.

ね

6

プ

;

披

I

t

f

 

f

 

.
 

.、
/
 

:

」

ビ
て
あ
る

力
此
資
産
を
分
析
し
て

考
ふ
れ 

ぶ

力

其

0 
a

ク
ラ
べ
ン
よ
み
齋
ら
せ
，しも
の
も
め
る
と
，

.
,
ふ
が

、.̂ 

ら
史

I

ネ
 

赞
も
多
く
り

U

み,

y 

r-
 
J

，ノ 

/

ふ

.力
ダ
力
も

.彼
れ
を
し
て
眷
域

.
 

斤
も
く
の

.,,
，.
舜
を
'得し
め
た
も

 

り

t 
t

す 

♦g
 
l

,
-
.
^
.
-
M
:
.
r
.
:
.

そ
ネ

.，
ォ
料
傲
の
生
，

•
逢
き
と
し
て
収
引
者
ご

.
し

て

の

活

.

動
に
あ
つ
た
の

.で
も
る
、即
ち

.ク
ル
ム
ン

r

ュ
ル
ン
ベ
ル

.
グ
方
面
に
自
家
の

.
數

品

の

脈

路

を

擴

.張 

，せ
し
が
如
き
之
れ
が
主
要
な
る
源
因
で
お
る
，而
レ
て
當
時
に
於
け
る
織
物
工
業
が
資
本
集

*
 

.

0

生
®

な
る
基
礎
た
ら
し
こ
を
⑩
に
瞪
明

V

T

ろ
も
の
：‘は僅
か
十
年
に
し
て
身
は
何
等
の
資 

廣
を
有
せ
ざ
る

一
.

移
住
者
の

'

地
位
よ
ぅ

k

ュ
が

ン
べ
ル
グ
筋

r

の
食
喪

V

否
な
恐
ら
く
當
時
の 

.獨
逸
に
於
け
る

®
 

r

の
大
.商
人
た
る
に
至
り
し
パ
ル
ト
ロ

 

メ
ク
ス
、ビ

.
K

チ
ス
で
あ
る

♦
彼
れ
.は
 

，千五
百

1
1
1

十
八
年

V

ユ
二
ス
に
於
て
荷

.

造
.
.を
家
業
ご
す
る
も
の

\

家
に
生
れ
、千
五
百
五
十
年 

n

ュ：ルン
ベ
グ
グ
に
轉
す
ろ
と
共
に

‘
約
十
年
間
は
同
市
の
商
店
に
於
て
活
動
し
、*
に
プ
レ
ス
ク 

商
"
店

L
i

あ
タ

〕

問
に
，彼れ
は
獨
逸
東
部
の
寧
情
及
シ
ュ
レ
ダ
ァ
方
面
に
於
け

る

麻
織
物
収 

の
方
法
を
解
す
る
に
至
ら
，
後
、ユ
ュ

T

ン
.
ぺ\

ダ
の
：名
門
の

.

未
C

人

W

結
婚
す
る
こ
、じに
よ 

ゥ
て
多
少
の
資
本
を
得
、之
れ
に
よ

ね

v̂
;

グ
^

ュ
ス
方

®

よ
ね
齋
ら
さ
れ
し
香
料

"
皮
革
、跳
鳥
の 

羽
毛
等
の
取
引
を
事
ぐ
せ

レ

ん

共
に

.殊
に

.
躺
逸
方
面
の

麻

織
物
販
資
に

S

て
舉

M

の.力を 

注
ぎ
し
が
、彼
れ
が
千
六
百

J
r

十
四
年
八
十
七
歲
を
以
て
世
を
去
、

9

し
際
に
は

f
a
i
l

十
.
！：
M

ス
 

ロ
ジ
ン
の
産
を
道
し
た

‘
の
で
-
あ
る
、以
て
當
時
に
於
け
る
織
物

H

業
殊
に
之
れ
が
取
引
が
資
ネ 

桃
成
上
主
要
な
る
意
一
義
を
有
せ
し
こ

‘

と
を
知

.
る
を
得
る
の
で
あ
る
。

(

完)

，
が
十
六
继

(
r

六六

！̂)

論
：耽

 
'
 

近
世
資
本
主
義
起
源
港
敏
論 

稱
十
二
就 

ニ11


